
北海道内におけるナラ枯れ被害木等の 

伐採・移動に関する指針 

北海道水産林務部林務局森林整備課 

 北海道ナラ枯れ被害対策基本方針（令和６年森整第 1080号）第３の３(3)アに定めるナラ類

等の伐採・移動について、次のとおり定める。 

 

１ 目的 

  近年、カシノナガキクイムシ（以下「カシナガ」という。）が媒介する病原菌「ナラ菌」に

より、ナラ類等が集団的に枯死する「ナラ枯れ」が全国的に発生しています。 

カシナガは体長５ｍｍ程度の虫で、６月～８月頃にナラ類等の幹に入り込みます。カシナ

ガが持ち込むナラ菌が増殖した木の多くは、その年の８月～９月頃には枯死します。 

北海道では令和５(2023)年度に初めてナラ枯れが確認され、令和６(2024)年度には、その

被害が拡大しており、今後も被害の更なる拡大や長期化が懸念されています。 

道では、ナラ枯れ被害の拡大防止に向けて、林業・木材産業関係者の皆様が被害地域等で

ナラ類等の伐採や移動を行う際に守っていただきたい事項を、留意事項としてとりまとめま

したので、対応についてのご協力をお願いします。 

 

２ 留意事項 

(1) 被害地域でのナラ類等の伐採/移動（被害木） 

・被害木は、５月末までに適切に伐採・処理する。 

＊被害木にはカシナガが潜んでいるおそれがあります。６月～９月はカシナガが被害木

から羽化・脱出する時期（以下「脱出時期」という。）であり、新たな被害が発生する

ことが懸念されます。 

・被害木は、「伐採後速やかに搬出・処理する」など、適切な処理を行う。 

＊被害木を伐採後に、林内に集積しておくと、カシナガを誘引し、被害拡大につながる

ことが懸念されます。 

⇒道は、試験研究機関の協力のもと、被害木の適切な処理方法を「ナラ枯れ被害木処理

マニュアル｣として整理・公表しています。マニュアルに沿った処理をお願いします。 

＊被害継続地域においては、二次被害防止に必要な範囲については行政機関が積極的に

関わり、重点的に被害木の処理を行うこととする。ただし、林外への搬出が困難な場

合は、伐採した被害木を伐採した場所の近くに安全な状態で残置しても差し支えあり

ません。 

＊未被害地域において被害木が確認された場合についても、被害拡大防止の観点から、

適切に処理するようお願いします。 

・被害木は、被害拡大の防止に十分に配慮した上で利用することも可能です。 

＊カシナガの駆除効果が期待される炭、チップ、薪への利用は、被害地域が含まれる市

町村内で加工等が可能です。 

＊製材への利用は、原木の保管中にカシナガが拡散する可能性があるため、被害継続地

域の森林以外の場所で保管し、被害継続地域内で加工等が可能です。 

⇒道は、試験研究機関の協力のもと、「ナラ枯れ被害対策における伐採処理・利用等の取

扱いについて（解説編）｣を整理・公表しています。  
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・山土場や製材工場土場などの丸太から穿入痕が確認された場合も、被害木同様に扱う。 

＊山土場や製材工場土場などの丸太に穿入痕が確認された場合、その丸太からカシナガ

が羽化・脱出し、新たな被害が発生することも懸念されます。 

⇒道の処理マニュアルに定める方法に準じ、くん蒸・チップ化・焼却等による処理を

お願いします。なお、材の大きさなどの状況により、マニュアルに沿った処理が困

難な場合は個別に検討します。また、薬剤を用いた、くん蒸処理後の材の活用の適

否は、各実施主体において薬剤メーカーに確認するなど、適切に対応して下さい。 

 

(2)  被害地域でのナラ類等の伐採（未被害木） 

・被害地域では、ナラ類等を６月から９月の間は伐採しない 

＊ナラ類等の伐採や枝払い等を脱出時期に行うことは、近隣に生息するカシナガを誘引

し、被害の拡大につながります。なお、ナラ類等を単木的に除外して施業を行うこと

が困難な場合は、伐採後速やかに林外に搬出してください。 

・未被害木についても、「伐採後速やかに搬出する」など、適切な対応を行う。 

＊未被害木でも伐採後に林内に集積しておくとカシナガを誘引し、被害拡大につながる

ことが懸念されますので、特に６月～９月の間は被害地域及び被害監視地域内の林内

に集積・保管しないとともに、野外での集積・保管も極力行わないで下さい。 

・林外に搬出した材についても、５月末までに焼却・破砕・製材等を極力行う。 

＊林外に搬出した材にカシナガが穿入していた場合、丸太からカシナガが脱出する可能

性があることから、脱出時期前の５月末までに焼却等を行うことが望ましいです。 

 

(3) 被害地域から被害地域が含まれない市町村への移動（被害木、未被害木） 

・被害木は移動しない。未被害木であっても極力移動は行わない。 

＊カシナガの穿入痕は小さく発見しづらく被害の判定が難しいことがあります。未被害

木でどうしても移動が必要な場合には、移動前及び移動後にカシナガの穿入痕がない

か十分確認して下さい。 

・販売者は、販売先や譲渡先等木材の受け入れ先に通知書を配布する（道に写しを提出） 

＊被害地域から搬出された材であることや、受入材が被害発生リスクのあることを地域

で共有するため、未被害のナラ類等を移動する場合には販売者は受け入れ先に対し、

通知書を提出して下さい。また、受け入れ先に対して、脱出時期前の５月末までに焼

却・破砕・製材等を極力行うよう伝達してください。 

⇒当年度以降の｢被害監視区域」を設定する参考としますので、道への通知書（写）提出

にもご協力をお願いします。 
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（参考） Ａ市の被害木の移動可能範囲の模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 網掛けは被害地域、白地は未被害地域 

・ 被害地域が含まれるＡ市内全域に移動可 

・ 被害地域が含まれるＡ市からＢ市Ｃ町内全域に移動可 

・ 被害地域が含まれるＡ市から被害地域が含まれないＤ町への移動は不可 
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＜参考＞ 

１ 被害地域の考え方 

【これまで分かっていること】 
・被害地域内の立木には、カシナガが侵入する可能性がある。 

（脱出時期（６～９月）の伐採・搬出には要注意。 
被害木の確認された周囲（半径１～２km）での被害には要注意） 

・伐採後の丸太には、カシナガを誘引する揮発成分がある（被害木でなくても同様） 
・立ち枯れ木だけでなく、土場の丸太にもカシナガは侵入し、増殖・脱出する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【被害木及び被害木周辺】          【被害地域】 
＜凡例＞                                                                
・赤点・・・・被害木 
・緑色・・・・被害木から半径 2kmの円 
・薄緑色・・・被害地域（半径 2kmの円と全部または一部が重なるメッシュ) 
・白色・・・・未被害地 
・メッシュ・・国土交通省が公開している１kmメッシュ 

○被害地域図作成の手順 
（１）被害地域の作成                        （２）被害地域の図示 
被害木から半径２km の円と重なるメッシュ把握  円及び被害木を消した図を作成・公開 

 
２ 各種用語の定義 

○ナラ類等 
  ・「ミズナラ、コナラ、アカナラ、カシワなどのナラ類やクリ」など、北海道に生育し、 

ナラ枯れ被害を受ける樹木をいう。なお、ブナは「ナラ枯れ」をうけない 

 ○被害木 
  ・カシナガによるナラ枯れの被害木（枯死木、カシナガの穿入が認められる生立木） 

○被害地域 
 ・前年又は当年に確認された被害木から半径２kmの円と重なるメッシュの範囲。メッシュは国

土交通省が公開している１kmを使用。被害地域は毎年度、上空調査及び現地調査の結果を踏
まえて変更する。 

○被害先端地域 
 ・被害地域の拡大（未被害地域での被害発生）に影響する可能性が高い地域。 

○被害継続地域 
 ・被害地域の拡大に影響する可能性が低い地域。被害地域のうち、被害先端地域を除いた範囲。 

 ＊被害地域は、被害木の発生状況を踏まえ、適宜更新し、道のホームページで公表しています。 
＜水産林務部林務局森林整備課 HP＞ https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/srs/ 

 

 

 
  

＜お問い合わせ先＞ 

 ・北海道 水産林務部 林務局 森林整備課 

・最寄りの（総合）振興局 産業振興部 林務課 森林整備係 

2km


